
(担当課)

＜拡充＞　 ・モデル地区で福祉専門職を交えた個別避難計画を作成

・専門家を交えたワークショップを開催

【新規】　 ・「わが町の防災タイムライン」を活用し、地域住民の検討を支援

・「わが家の防災タイムライン」を活用し、学校での防災教育活動を支援

【新規】　

下水道課

・地域内情報伝達訓練、緊急避難場所開設訓練等を実施

・雨水貯留タンクや防水板の設置費を助成

＜拡充＞　 ・女性、乳幼児への対応強化（生理用品、おむつ、液体ミルク等の備蓄） 子ども・子育て課

【新規】　 ・ペット受入れに必要な物資等の配備 環境業務課

・コミュニティセンター講堂にエアコンを設置（３施設） 市民協働課

地域防災力の強化

6 ○ 30,355 危機管理防災本部

・要配慮者利用施設のタイムラインのひな型を作成し、施設における検討を支援

5 ○ 33,665 危機管理防災本部

・自主防災会の活動費と防災資機材購入費を助成

1 【新規】○ 地域防災計画の改定 6,500 危機管理防災本部

4 ○ 16,706 危機管理防災本部

2 ○ 防災指針を備えた立地適正化計画の改定 7,229 都市政策課

3 ○ 540 福祉総務課避難行動要支援者の個別避難計画作成の促進

防災タイムラインを活用した避難行動検討の支援

(単位:千円)

・防災研修会の開催、アドバイザーの派遣、モデル地区におけるサイン設置

避難所の環境整備

１ 災害対策の強化

Ⅳ 安全安心なまちづくり



・高齢者世帯等の固定電話に避難情報を一斉配信

・災害時要配慮者等への防災情報の携帯メール配信

・「ながおかＤメールプラス」の運用

・局地的な気象情報の収集と活用

・みんなの防災フェア、防災ライフハック体験会

【新規】　 ・原子力防災の普及啓発動画のリニューアル

・大学や関係団体と連携した出前講座や防災訓練の実施

・旧下小国小学校校舎の一部を改修し、小国出張所庁舎を移転

・旧下小国小学校グラウンドに常時離着陸が可能なヘリポートを整備

・栃尾消防署庁舎を防災ヘリポート隣接地に移転

・スマートフォンなどの画面上の操作で１１９番通報が可能

・迅速な災害活動を行うための消防指令システム更新工事

＜拡充＞　 ・年額報酬や出動報酬の処遇改善

Ｎｅｔ１１９緊急通報システムの導入

消防団員の確保に向けた取組

消防本部総務課

14 ○ 144,272 消防本部総務課

13 ○ 高機能消防指令センターの更新整備 889,000

10 【新規】○ 22,806 消防本部総務課

9 ○ 原子力防災の推進 7,431 原子力安全対策室

12 【新規】○ 450 消防本部総務課

8 ○ 楽しみながら学ぶ防災イベントの開催 3,900 危機管理防災本部

小国地域の消防庁舎の移転整備

栃尾地域の消防庁舎の移転整備11 【新規】○ 9,400 消防本部総務課

7 ○ 災害情報伝達手段の強化 9,715 危機管理防災本部



・メモリアル施設の運営を支援

・メモリアル施設を活用し、青少年への防災教育を実施

・各地域の小規模災害に機動的に対応

＜補正予算分＞ 地域建設課

＜補正予算分＞

・建築工事一式(総額５億２，１１０万円　令和３～令和４年度継続事業)

・機械・電気設備工事一式(総額２０億６，８００万円　令和３～令和５年度継続事業)

・流入渠接続ます工事ほか

浸水対策の強化　　※

20 ○ 道路高架区間等を活用した緊急避難施設の調査・検討 1,000 土木政策調整課

21 ○ 76,304 下水道課

8,400

15 ○ 中越大震災の経験を継承 54,440 地域振興戦略部

16 ○ 地域振興戦略部

17 ○ すまいの耐震改修の促進 11,043 建築・開発審査課

22 ○ 市内最大の排水能力を持つ寿町排水ポンプ場の整備　　※ 1,479,042 下水道課

19 2,841 都市政策課○ 水災害リスクを踏まえた都市防災まちづくりの推進

災害発生時の応急復旧対策「地域の救急箱」 12,000

1,000



・除雪車ガイダンス装置の増設と消雪パイプ節水化の促進
　

・共助組織の立ち上げや強化にかかる費用を助成 道路管理課

・町内会などによる除雪作業の燃料費相当額を助成

合　計

雪下ろし用命綱固定アンカーの設置を支援

26 ○ 小型除雪機械を町内会へ貸与 19,800 道路管理課

24 ＜拡充＞○ 除雪イノベーションの推進（再掲） 40,250 道路管理課

25 ○ 地域で行う除雪作業への支援 7,400 地域振興戦略部

23 ＜拡充＞○ 10,000 都市政策課

2,896,089


